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１１１１．ＡＲＷ－．ＡＲＷ－．ＡＲＷ－．ＡＲＷ－１０１０１０１０ｆｆｆｆとはとはとはとは    

 ＡＲＷ－１０ｆ（以下、本機と称します）とは、基板上に実装されたシリアルフラッ 

 シュＲＯＭ（以下、ＲＯＭと略します）にデータを書き込むためのオンボード・ライタ 

 です。 

 本機の PROGRAMスイッチによる書き込みはもちろん、外部Ｉ／Ｆによる書き込みの 

 コントロールが可能です。 

 

    １１１１））））内容物内容物内容物内容物のののの一覧一覧一覧一覧    

   ・ＡＲＷ－１０ｆ本体 

   ・5Ｖ ＡＣアダプタ 

   ・Ｐｏｄケーブル（1ｍ） 

   ・ＵＳＢケーブル（1ｍ） 

   ・アース線 

 

 

 

 

 

 

   ・固定金具（ネジ４本付属） 

   ・インストールＣＤ 
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２２２２．．．．アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション【【【【ARWARWARWARW----10f10f10f10f転送転送転送転送プログラムプログラムプログラムプログラム：：：：ArWriterArWriterArWriterArWriter】】】】    

 

    １１１１））））目的目的目的目的    

  ＰＣと本機をＵＳＢケーブルで接続し、ＲＯＭに書き込むべきデータを、本機内の 

  データバッファに転送します。 

 

    ２２２２））））ドライバドライバドライバドライバののののインストールインストールインストールインストール    

  以下の各画面は、Windows XPによるものです。Windows 7については、Windows 

  の説明書を併せてご覧ください。 

  ①初めて本機をＰＣに接続すると「新しいハードウェアの検出ウィザード」画面が 

   表示されます。 

   画面上で「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

図２－２－１ ドライバインストール画面① 

  ②「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）」を選択して「次へ」を 

   クリックします。 

 

図２－２－２ ドライバインストール画面② 
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  ③「次の場所を含める」をチェックして「参照」をクリックし、インストール CDの 

   “Drivers”フォルダを選択してから「次へ」をクリックします。 

 

図２－２－３ ドライバインストール画面③ 

  ④次の表示が出たらインストール完了です。 

 

図２－２－４ ドライバインストール画面④ 

  なお、最新のデバイスドライバは、FTDI社の以下のサイトからダウンロード 

  できます。 

         http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm 

 

    ３３３３））））アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションののののインストールインストールインストールインストール    

  アプリケーションのインストーラは特にご用意しておりません。 

  インストール CDの“Application”フォルダ内のすべてのファイルを、ＰＣの 

  任意のフォルダ（例．c:¥Program Files¥ARW-10f）にコピーしてください。 

  また、“Document”フォルダ内のすべてのファイルも、上記フォルダにコピー 

  してください。 
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    ４４４４））））ダイアログダイアログダイアログダイアログ    

  ArWriter.exeを起動すると、以下のようなダイアログが開きます。 

  なお、ArWriter.exeを起動する前に本機をＵＳＢケーブルでＰＣと接続し、本機の 

  電源をＯＮにしておく必要があります。 

 

図２－４－１ ArWriterダイアログ画面 

    

        【【【【各部各部各部各部のののの説明説明説明説明】】】】    

    ①登録済みファイル表示 

      ②のファイル登録ボタンでファイルを選択することにより、そのファイル 

      が登録・表示されます。 

      ドライブ、ディレクトリ名称は表示されません。 

      この表示項目は書き込みオブジェクトごとに用意されています。（①～⑦に 

      おいても同様です。書き込みオブジェクトにつきましては、後述の 

      「３．ＡＲＷ－１０ｆ」の「４）データバッファ」をご覧ください。） 

      ここにファイルが登録されると、③～⑦の設定項目がアクティブ状態 

      （選択可能な状態）になります。 

      登録できるファイルの種類は以下のいずれかです。 

        バイナリファイル（拡張子：.bin） 

        インテル HEXフォーマットファイル（拡張子：.hex） 

    ②ファイル登録ボタン 

      このボタンをクリックして、書き込みオブジェクトに登録すべきファイル 

      を選択します。 

      選択したファイルは①に表示されます。 

    ③ファイル削除ボタン 

      このボタンをクリックすると、登録が削除されて①の表示が消去されます。 

      登録を削除するだけであり、ファイルそのものは削除しません。 

      同時に、③～⑦がインアクティブ状態（選択不能な状態）になります。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

⑧ ⑨ 
⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 
⑭ 
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    ④付加データチェックボックス 

    ⑤付加データ入力エディトボックス 

    ⑥付加データ書き込み開始アドレス入力エディトボックス 

      付加データとは、①に登録したファイルに含まれていない、任意の固有 

      データ（例えば、識別番号）のことを指します。 

      ④の「付加データ」チェックボックスをチェックした上で⑤の「付加データ」 

      エディトボックスにデータ列を、⑥の「付加データ書き込み開始アドレス」 

      エディトボックスに開始アドレスを入力します。 

      データ列のエディトボックスには、16進数 2文字を 1byteとする文字列 

      を入力してください。 

        例）04FF2B（04ff2bのように小文字でもかまいません。） 

          （04H、FFH、2BHの 3byteデータを示します。） 

      開始アドレス入力のエディトボックスには、上記データの書き込み開始 

      アドレスを 16進数で入力してください。（最大：FFFFFFFF） 

        例）7FFFD（7fffdのように小文字でもかまいません。） 

      上記の例のように入力した場合、以下のようにそれぞれのデータが各アド 

      レスに書き込まれます 

アドレス データ 

7FFFDH 04H 
7FFFEH FFH 
7FFFFH 2BH 

      最大 16byte分のデータ（＝32文字）までの入力が可能です。 

      なお、開始アドレスが、①で登録したファイルのデータと重なってしまう 

      場合、転送／比較実行時にエラーダイアログが開きます。 

    ⑦供給電源の設定／書き込みプロテクトの設定 

      ＲＯＭに書き込むときに、電源を基板上で用意するか、本機から供給するか 

      の選択、および、本機から供給する場合、5V／3.3Vのいずれを供給するか 

      の選択を行います。 

      「電源供給：」において、「基板」（基板上で用意）、「ARW-10f」（本機 

      から供給）のいずれかのラジオボタンを選択します。 

      「ARW-10f」を選択すると、「3.3V」「5V」のラジオボタンがアクティブ 

      になりますので、いずれかの供給電圧を選択します。 

      また、ROMに書き込みプロテクトを施す場合、「Protect」チェックボックス 

      をチェックしてください。 

      書書書書きききき込込込込みみみみプロテクトプロテクトプロテクトプロテクトはははは、、、、WinbondWinbondWinbondWinbond社社社社 / ISSI / ISSI / ISSI / ISSI社社社社のののの ROMROMROMROMにのみにのみにのみにのみ有効有効有効有効ですですですです。。。。    

    ⑧転送開始ボタン 

      書き込みオブジェクト１～８に登録されているファイルのデータを、本機 
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      のデータバッファに転送します。転送の進捗は、⑩に表示されます。 

      データバッファにつきましては、「３．ＡＲＷ－１０ｆ」の「４）データ 

      バッファ」をご覧ください。 

      また、④～⑦で設定した各種情報も転送します。 

    ⑨比較開始ボタン 

      書き込みオブジェクト１～８に登録されているファイルのデータと、本機 

      のデータバッファの内容を比較します。 

      また、④～⑦で設定した各種情報も比較します。 

      比較の進捗は、⑩に表示されます。 

      比較結果は、それを示すダイアログが開きます。 

    ⑩処理内容テキスト表示／進捗表示プログレスバー 

      転送、および、比較における処理内容と、その進捗状況を表示します。 

      プログレスバーは処理内容ごとにその進捗状況を示します。 

    ⑪COMポート選択リストボックス 

      本機は、ＰＣの COMポートに接続された機器としてみなされます。 

      本プログラムを起動すると、まず、本機が接続されているかをチェック 

      します。 

      接続に失敗した場合、エラーダイアログが開きますので、COMポート選択 

      リストボックスで、本機が接続されている COMポートの番号を選択しなお 

      してください。選択後に再び接続チェックを行います。 

      リストボックスには、PCが認識している COMポートのみが表示されます。 

      なお、選択された COMポートの情報はレジストリに記憶されますので、 

      次回、本プログラムを起動したときには、直前に選択された COMポートが 

      設定されます。 

      COMポートの選択肢の中で、本機の接続先が不明な場合、デバイスマネー 

      ジャの「Ports（COM & LPT）」の内容を確認してください。 

      「USB Serial Port (COMxx)」と表示されているのが接続先です。 

      （デバイスマネージャの表示方法については、Windowsの説明書をご覧 

      ください。） 

    ⑫プロジェクト管理 

      ①～⑦の項目において設定した内容を、ファイルとして保存したり、 

      そのファイルを呼び出して設定内容を再現させることができます。 

      これをプロジェクト管理と呼びます。 

      「ファイル：」の右には、プロジェクトファイル名が表示されます。 

      ドライブ、ディレクトリ名称は表示されません。 

      「書き込み」ボタンをクリックすると、ファイルダイアログが開きます 
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      ので、任意のフォルダ／任意のファイル名を指定してください。 

      ①～⑦の項目に設定した内容がファイルに保存されます。 

      ファイルの拡張子は、「.wpr」です。 

      「読み込み」ボタンをクリックすると、ファイルダイアログが開きます 

      ので、任意のファイルを選択してください。 

      プロジェクトファイルが読み込まれ、①～⑦の項目がファイルの内容で 

      書き換えられます。また、「ファイル：」の右にそのファイル名が表示され 

      ます。 

      ArWriterを起動した直後は、何も読み込まれていません。「ファイル名：」 

      の右には「[ 未登録 ]」と表示されます。 

      注意）プロテクト対応版でない ArWriter（旧 ArWriter）のプロジェクト 

         ファイルとは互換性がありません。 

         旧 ArWriterのプロジェクトファイルは読み込むとエラーになります 

         のでご注意ください。 

    ⑬ログ読み込みボタン 

      このボタンをクリックすると、本機に記録されている書き込みエラー履歴 

      を読み出し、ArWriter.exeの存在するフォルダ上に、「ArWriterLog.txt」 

      という名称でログファイルを作成します。 

      ログファイルは追記されますので、ファイルサイズにご注意ください。 

      なお、ログファイルが見つからない場合、新規作成されます。 

      ログファイルの内容については、後述の「５．技術資料」の「３）ログ 

      ファイルの内容」をご覧ください。 

    ⑭終了ボタン 

      プログラムを終了し、ダイアログを閉じます。 

      ダイアログ右上のクローズボタンをクリックしてもプログラムを終了 

      します。 

 

  ArWriter.exeの具体的な使い方につきましては、後述の「４．使用方法」を 

  ご覧ください。 
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３３３３．ＡＲＷ－．ＡＲＷ－．ＡＲＷ－．ＡＲＷ－１０１０１０１０ｆｆｆｆ    

 

    １１１１））））本体外観本体外観本体外観本体外観    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１―１ ＡＲＷ－１０ｆ外観図 

右側面右側面右側面右側面    

左側面左側面左側面左側面    

全体図 

右側面 

左側面 

①①①①    

②②②②    
③③③③    

④④④④    

⑤⑤⑤⑤    
⑥⑥⑥⑥    

⑦⑦⑦⑦    

⑧⑧⑧⑧    

⑨⑨⑨⑨    ⑩⑩⑩⑩    
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        【【【【各部各部各部各部のののの説明説明説明説明】】】】    

    ①電源スイッチ【POWER】 

        ＯＮと表示されている側に倒すと電源が入ります。 

        電源が入ると PILOT LEDが点灯し「ピッ」と音が鳴ります。 

    ②電源コネクタ【DCIN】 

        付属の 5V ACアダプタを接続します。 

        付属のもの以外は絶対に使用しないでください。 

    ③ＧＮＤ端子【GND】 

        付属のアース線を利用し外部アースと接続してください。 

    ④ＵＳＢコネクタ【USB】 

        付属のＵＳＢケーブルでＰＣと接続します。 

    ⑤PILOT LED【PILOT】 

        本機に電源が供給されているときに点灯します。 

    ⑥BUSY/ERROR LED【BUSY / ERROR】 

        書き込み中、および、書き込み結果を示します。 

    ⑦PROGRAMスイッチ【PROGRAM】 

        外部Ｉ／Ｆによるコントロールを行わないマニュアル操作の場合、 

        このスイッチを押下することにより書き込みを開始します。 

    ⑧書き込みオブジェクト選択スイッチ【SELSW】 

        目的に応じて、以下のように選択します。 

スイッチの値 目的 

０ 外部Ｉ／Ｆにより書き込みオブジェクトを選択 

１～８ マニュアル操作により書き込みオブジェクトを選択 

９ 使用しない 

    ⑨Ｐｏｄケーブル用コネクタ【POD】 

        付属のＰｏｄケーブルを接続します。15ピンＤ－ＳＵＢコネクタ。 

        付属ケーブルまたはオプションケーブル以外は絶対に使用しないで 

        ください。 

    ⑩外部Ｉ／Ｆ用コネクタ【CNT】 

        ＰＬＣなどのコントローラと接続することによって、本機を外部から 

        コントロールします。 

        １６ピン・フラットコネクタ（型名：HIF3BA-16PA-2.54DS）です。 

        接続ケーブルは付属しておりませんので、別途ご用意ください。 
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    ⑪固定金具（付属品） 

        本機を固定する時に使用してください。 

        本機背面のゴム足を取りはずし、付属のネジで取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１―２ ＡＲＷ－１０ｆ取り付け固定穴参考寸法図 
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    ２２２２））））書書書書きききき込込込込みみみみ用用用用ＰｏｄＰｏｄＰｏｄＰｏｄケーブルケーブルケーブルケーブル外観外観外観外観    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２－１ 書き込み用Ｐｏｄケーブル外観図 

 

        【【【【各部各部各部各部のののの説明説明説明説明】】】】    

    ①Ｐｏｄケーブル用コネクタ 

        本機のＰｏｄケーブル用コネクタに接続します。 

    ②Ｐｏｄケーブル 

        付属のケーブル長は 1.0mです。 

        オプションで 30cmのケーブルもご用意しております。 

    ③書き込み用Ｐｏｄ 

        書き込み時に基板に接続します。付属のＰｏｄは６穴×２列(2.54ピッチ) 

        のスルーホールになっておりますので、基板に合わせたコネクタを 

        ご準備ください。 

        信号内容については、「３）コネクタ」の「３）－１．書き込み用 

        Ｐｏｄ」をご覧ください。 

 

 

①①①①    

②②②②    

③③③③    
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    ３３３３））））コネクタコネクタコネクタコネクタ    

 

  ３）－１．書き込み用Ｐｏｄ 

    スルーホール端子の信号内容は以下のとおりです。 

端子番号 信号名 

シルク

表示 

方向 

ROMへの接続先 

（※１） 

備考 

１ ／CS ／CS 出力 1pin (／CS)  

２ GND G － 4pin (GND)  

３ SCK SCK 出力 6pin (CLK)  

４ GND G － 4pin (GND)  

５ Io0 / Si Io0 入出力 5pin (Io0 / DI)  

６ GND G － CPUリセット回路 CPUリセット信号（※２） 

７ Io1 / So Io1 入出力 2pin (Io1 / Do)  

８ VSUP SUP 出力 8pin (VCC) / 5V回路 ライター電圧出力（※３） 

９ Io2 / WP Io2 入出力 3pim (Io2 / WP) 4bit バス幅使用時に接続 

１０ VSUP SUP 出力 8pin (VCC) / 5V回路 ライター電圧出力（※３） 

１１ Io3 / HOLD Io3 入出力 7pin (Io3 / HOLD) 4bit バス幅使用時に接続 

１２ VROM SNS 入力 8pin (VCC)  

表３－３－１ 書き込み用Ｐｏｄのスルーホール端子 

     ※１．端子名はWinbond製W25Q80BVSSIGを例としています。 

     ※２．ROMと接続している CPUの負論理 RESET端子に接続することに 

        より、ROMを切り離すことができます。 

        ただし、CPUがリセット時にオープン状態になる場合に限ります。 

        詳しくは CPUのユーザーズマニュアルをご覧ください。 

     ※３．供給電源の設定で、ARW-10fから電源供給を行うようにした場合、 

        この端子から 3.3Vまたは 5V（供給電圧の設定による）最大 100mA 

        の電源供給を行います。 

     書き込みを正しく行うための基板の設計方法、および注意点につきましては、 

     別冊の「ARW-10fを使用してオンボード書き込みする方法.pdf」をご覧 

     ください。 
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  ３）－２．外部Ｉ／Ｆ用コネクタ 

    本コネクタの信号内容は以下のとおりです。 

ピン番号 信号名 方向 内容 

１ ＣＯＭ５Ｖ 出力 ＣＯＭＰ用電源出力（※１） 

２ ＣＯＭＰ 入力 ＲＥＳＥＴ、ＳＴＡＲＴ、ＢＮＫ０～２の各入力用＋コモン（※２） 

３ ＲＥＳＥＴ 入力 ＡＲＷ－１０ｆへのリセット（※３） 

４ ＳＴＡＲＴ 入力 書き込み開始トリガ（※３） 

５ ＢＮＫ２ 入力 書き込みオブジェクト番号の選択[bit2]（※３） 

６ ＢＮＫ１ 入力 書き込みオブジェクト番号の選択[bit1]（※３） 

７ ＢＮＫ０ 入力 書き込みオブジェクト番号の選択[bit0]（※３） 

８ ＯＰＴ 入力 （予約）（※４） 

９ ＢＵＳＹ 出力 書き込み処理中ステータス 

１０ ＯＫ 出力 書き込み結果ＯＫ出力（次の書き込み開始まで有効） 

１１ ＮＧ 出力 書き込み結果ＮＧ出力（次の書き込み開始まで有効） 

１２ ＳＢＫ２ 出力 選択中の書き込みオブジェクト番号出力[bit2] 

１３ ＳＢＫ１ 出力 選択中の書き込みオブジェクト番号出力[bit1] 

１４ ＳＢＫ０ 出力 選択中の書き込みオブジェクト番号出力[bit0] 

１５ ＣＯＭＮ 入力 ＢＵＳＹ、ＯＫ、ＮＧ、ＳＢＫ０～２の各出力用－コモン 

１６ ＧＮＤ 出力 ＣＯＭＮ用電源出力 

表３－３－２ 外部Ｉ／Ｆ用コネクタ 

 

     ※１．5Vを出力します。ＣＯＭＰ端子と接続して使用することができます。 

     ※２．本機内部のフォトカプラの LED電源入力です。5V～24Vの範囲です。 

     ※３．Lowアクティブの入力信号です。ＣＯＭ＋が 5Vのとき、接点電流は 

        約 2ｍA、24Vのとき約 10ｍAです。 

     ※４．オープンのままにしてください。 

 

     外部Ｉ／Ｆ用コネクタの等価回路については、「５．技術資料」の「６）外部 

     Ｉ／Ｆ用コネクタの等価回路」をご覧ください。 
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    ４４４４））））データバッファデータバッファデータバッファデータバッファ    

  本機は、64Mbitの不揮発メモリを内蔵しており、これを「データバッファ」と称し 

  ます。 

  データバッファには、以下の内容が保存されます。 

   ・登録したファイルのデータ 

     （「２．アプリケーション」「４）ダイアログ」「①登録済みファイル表示」参照） 

   ・指定した付加データ 

     （同、「④付加データチェックボックス」「⑤付加データ」「⑥付加データ書き 

      込み開始アドレス」参照） 

   ・電源の供給元、電源電圧の設定、および、書き込みプロテクトの設定 

     （同、「⑦供給電源の設定／書き込みプロテクトの設定」参照） 

  以上の内容を総称して「書き込みオブジェクト」と呼びます。 

  データバッファには、最大８個の書き込みオブジェクトを格納できます。 

 

  本機とＰＣをＵＳＢケーブルで接続し、任意の個数の書き込みオブジェクトを 

  データバッファに書き込みます。 

 

  本機とＰＣを切り離してもデータバッファの内容は失われませんので、書き込み 

  を行う現場に本機のみを設置し、本機と基板をＰｏｄケーブルで接続して、ＲＯＭ 

  の書き込みを行います。 

  このとき、どの書き込みオブジェクトを使用するかを選択します。 
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４４４４．．．．使用方法使用方法使用方法使用方法    

 

    １１１１）ＰＣ）ＰＣ）ＰＣ）ＰＣからからからからＡＲＷ－ＡＲＷ－ＡＲＷ－ＡＲＷ－１０１０１０１０ｆｆｆｆへのへのへのへのデータデータデータデータ転送転送転送転送    

  以下の手順で、ＲＯＭに書き込むべきデータを本機のデータバッファに書き込み 

  ます。 

 

   ①付属のＵＳＢケーブルを用いてＰＣと本機を接続してから、本機の電源スイッチ 

    をＯＮにします。 

 

   ②ARW-10f転送プログラム：ArWriter.exeを起動します。 

 

図４－１－１ 起動時のダイアログ全体図 

 

    このとき、本機が接続されているかどうかを検出し、接続検出ができない場合、 

    以下のようなダイアログが開きます。 

 

図４－１－２ 検出エラーダイアログ 

 

    ここで「キャンセル」をクリックすると ArWriterが終了しますので、本機を接続 

    してから ArWriterを再起動してください。 

    「OK」をクリックすると、エラーダイアログが閉じ、メインダイアログに戻り 
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    ますので、本機接続先の COMポートを選択してください。選択後、再度接続 

    検出を行います。 

 

   ③ダイアログの以下の領域において、必要な書き込みオブジェクトの「Ｂ」の 

    ボタンをクリックしてファイル選択ダイアログを開き、必要なファイルを選択 

    して登録します。 

    登録したファイル名は、その書き込みオブジェクトの「Ａ」に表示されます。 

    登録したファイルを取り消すには、その書き込みオブジェクトの「Ｃ」のボタン 

    をクリックします。 

 

図４－１－３ ファイルの登録 

    登録済みのところに再度登録すると、そのファイルで置き換えられます 

    ひとつでもファイルが登録されると、「プロジェクト」の「書き込み」ボタン、 

    および、「転送」「比較」ボタンがアクティブ状態になります。 

 

   ④ＲＯＭの書き込み時に、何らかの付加情報（識別番号等）も書き込みたい場合、 

    以下の手順で設定を行います。 

 

    任意の書き込みオブジェクトにファイルを登録すると、以下のように「付加 

    データ」チェックボックスがアクティブ状態になります。 

 

図４－１－４ 「付加データ」チェックボックス 

 

    付加データを必要としない場合、以下の操作は必要ありません。 

 

ＡＡＡＡ    BBBB    CCCC    
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    付加データが必要な場合、チェックボックスをチェックすると、その右のデータ 

    入力エディトボックスと、開始アドレス入力エディトボックスがアクティブ状態 

    になります。 

 

図４－１－５ 「付加データ」チェック時の各エディトボックス 

 

    必要な付加データと、その開始アドレスを入力します。 

    それらの意味については、前述の「２．アプリケーション【ARW-10f転送プロ 

    グラム：ArWriter】」－「４）ダイアログ」－「④付加データチェックボックス、 

    ⑤付加データ、⑥付加データ書き込み開始アドレス」をご覧ください。 

 

図４－１－６ 「付加データ」各エディトボックスへの入力 

 

   ⑤電源供給の設定を、以下の手順で行います。 

 

    「基板」（基板上で電源を用意する場合）、「ARW-10f」（本機から電源を供給 

    する場合）のいずれかを選択します。 

 

図４－１－７ 電源供給の選択 

 

    「ARW-10f」を選択した場合、「3.3V」「5V」のラジオボタンがアクティブに 

    なりますので、いずれかの供給電圧を選択します。 

 

図４－１－８ 供給電圧の選択 
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   ⑥書き込みプロテクトの設定を、以下の手順で行います。 

    ROMに書き込んだ後、書き込みプロテクトを設定する場合、「Protect」チェック 

    ボックスをチェックします。 

    Winbond社 / ISSI社以外の ROMの書込み時にはチェックしないでください。 

 

図４－１－９ 書き込みプロテクトの設定 

 

   ⑦必要なすべてのファイル登録、付加データ／供給電源の設定／書き込みプロテ 

    クトの設定が終了したら、「転送」ボタンをクリックして転送を開始します。 

    「比較」ボタンの右側に現在の処理内容、および、処理の進捗を示すプログレス 

    バーが表示されますので、すべての処理が終了するまでお待ちください。 

    転送中は、転送ボタン以外のすべてのダイアログ項目がインアクティブ状態に 

    なります。 

    転送を中止する場合には、再度「転送」ボタンをクリックしてください。 

    （転送を中止した場合、本機のデータバッファの内容は不定となりますので 

    ご注意ください。） 

 

図４－１－１０ 転送中のダイアログ状態 

 

    転送が終了すると、以下のような終了メッセージダイアログが開きます。 

 

図４－１－１１ 転送終了メッセージダイアログ 
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    なお、書き込みオブジェクト１～８の登録ファイルの合計サイズが、本機の 

    データバッファサイズよりも大きい場合、「転送」ボタンをクリックすると、 

    以下のようなエラーメッセージダイアログが開きます。 

    登録ファイルを削除してデータバッファサイズ以下にしてください。 

 

図４－１－１２ サイズオーバーメッセージダイアログ 

 

   ⑦登録した内容と、本機のデータバッファの内容を比較する場合、「比較」ボタン 

    をクリックします。 

    「比較」ボタンの右側に現在の処理内容、および、処理の進捗を示すプログレス 

    バーが表示されますので、すべての処理が終了するまでお待ちください。 

    比較中は、比較ボタン以外のすべてのダイアログ項目がインアクティブ状態に 

    なります。 

    万一、比較を中断する場合には、再度「比較」ボタンをクリックしてください。 

    付加データの設定情報、電源供給の設定情報、書き込みプロテクトの設定情報 

    も比較対照になります。 

 

    比較結果が一致した場合、以下のダイアログが開きます。 

 

図４－１－１３ 比較一致メッセージダイアログ 

 

    登録ファイルの比較内容が一致しない場合、その項目に応じた警告ダイアログ 

    が開きます。 
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   ⑧ダイアログ上に登録した内容を「プロジェクト」と称します。 

    プロジェクトをファイル（＝プロジェクトファイル）に保存することに 

    より、それを後で読み込んでプロジェクトを再現させることができます。 

    プロジェクトファイルを保存する場合、以下のようにプロジェクトグループ 

    ボックスの「書き込み」ボタンをクリックします。 

 

図４－１－１４ プロジェクトの書き込みボタン 

 

    ファイル指定ダイアログが開きますので、任意のフォルダを選択し、任意の 

    ファイル名称を入力します。プロジェクトファイルの拡張子は「.wpr」です。 

 

    プロジェクトファイルを書き込むと、以下のようにプロジェクトグループボッ 

    クスの「ファイル：」にそのファイル名称が表示されます。ドライブ名称、 

    ディレクトリ名称は表示されません。 

 

図４－１－１５ プロジェクトファイル名称の表示 

 

    保存されたプロジェクトファイルを読み込む場合、プロジェクトグループボッ 

    クスの「読み込み」ボタンをクリックします。 

    ファイル選択ダイアログが開きますので、任意のフォルダ／任意のファイルを 

    選択します。 

    プロジェクトファイルを読み込むと、書き込みオブジェクト１～８の登録ファ 

    イル、付加データ情報、電源供給情報がダイアログに表示されるとともに、 

    プロジェクトグループボックスの「ファイル：」にそのファイル名称が表示 

    されます。 

 

    旧ArWriterのプロジェクトファイルとは互換性がありませんのでご注意ください。 

    旧 ArWriterのプロジェクトファイルを読み込むとエラーになります。 
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   ⑨プログラムを終了する場合、以下のように「終了」ボタン、または、ダイアログ 

    右上のクローズボタンをクリックします。 

 

図４－１－１６ プログラムの終了 

 

    ファイルの登録／変更、付加データ情報の設定／変更、供給電源の設定／変更、 

    書き込みプロテクトの設定／変更を行った後、プロジェクトファイルに保存して 

    いない場合、以下のような警告ダイアログが開きます。 

    「はい」をクリックすると、そのままプログラムが終了します。 

    「いいえ」をクリックすると、警告ダイアログが閉じますので、プロジェクト 

    ファイルを保存してから再度、終了手続きを行ってください。 

 

図４－１－１７ 終了時の警告 

 

   ⑩最後に本機の電源スイッチをＯＦＦにしてから、ＵＳＢケーブルを抜いて本機を 

    ＰＣから切り離します。 
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    ２２２２）ＲＯＭ）ＲＯＭ）ＲＯＭ）ＲＯＭのののの書書書書きききき込込込込みみみみ    

 

  ２）－１．Ｐｏｄと基板の接続 

    書き込み用Ｐｏｄケーブルの「書き込み用Ｐｏｄ」を、基板に用意したコネクタ 

    に接続します。 

    「書き込み用Ｐｏｄ」については、「３．ＡＲＷ－１０ｆ」の「２）書き込み用 

    Ｐｏｄケーブル外観」をご覧ください。 

 

  ２）－２．マニュアル操作による書き込み 

 

    ①書き込みオブジェクトの指定 

      本機の「書き込みオブジェクト選択スイッチ」を操作して、書き込みデータ 

      が格納されている書き込みオブジェクトの番号を選択します。 

      １（書き込みオブジェクト１）～８（書き込みオブジェクト８）のいずれか 

      を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

図４－２－１ 書き込みオブジェクト選択スイッチ 

 

    ②書き込みの実行 

      本機の「PROGRAMスイッチ」を押下して、書き込みを開始します。 

      書き込み中、および、書き込み終了後における LED、ビープ音の動作は 

      以下のとおりです。 

表４－２－１ LED／ビープ音の動作説明 

動作内容 BUSY/ERROR LED ビープ音 

起動時 一瞬点灯 ピッ 

書き込み中 点灯 － 

書き込み正常終了 消灯 ピピッ 

書き込み異常終了 ※１ 点滅 ※２ ピー 

      ※１．書き込み異常終了 

        書き込み異常の原因としては、以下のような内容が考えられます。 

        ・供給電源異常 

        ・デバイスが見つからない 

 

書き込み 

オブジェクト番号 

プッシュＳＷ【－１】

プッシュＳＷ【＋１】
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        ・書き込みオブジェクト指定異常 

          「書き込みオブジェクト選択スイッチ」で０または９を選択して 

          いる場合、または、選択した書き込みオブジェクトにデータが登録 

          されていない場合。 

        ・データサイズ異常 

          登録されたデータが、ＲＯＭのサイズより大きい場合、または、 

          付加データの書き込み先がＲＯＭの最終アドレスを超える場合。 

        書き込み異常の内容は、ログファイルにより確認できます。 

        （「５．技術資料」の「３）ログファイルの内容」を参照。） 

 

      ※２．書き込み異常終了後の LED点滅動作は、0.3秒点灯／0.2秒消灯の 

         繰り返しです。 

         5秒間点滅後、消灯します。 

         次の書き込みを行うために「PROGRAMスイッチ」を押下したとき 

         も、消灯します。 
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  ２）－３．外部Ｉ／Ｆによる書き込み 

 

    ①「書き込みオブジェクト選択スイッチ」の「０」設定 

      本機の「書き込みオブジェクト選択スイッチ」を操作して、「０」を選択 

      します。 

      「０」以外を選択すると、外部Ｉ／Ｆによる書き込みはできませんので 

      ご注意ください。 

 

    ②外部Ｉ／Ｆ信号の駆動による書き込み 

 

     ②－１．書き込み開始時 

 

      Ａ．基板上で電源を用意した場合のタイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２－２ 書き込み開始時タイミングチャート（基板上で電源を用意） 

 

   【解説】 

    ・基板上の電源（VROM：3.3V）を供給します。 

    ・tVSUP時間後、書き込みオブジェクト番号を BNK[2：0]に入力します。 

    ・tSTSUP時間後、START端子に tSTRのパルス信号を入力します。 
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    ・BNK[2：0]は、START信号の立ち上りから tSTHLD以上保つようにして 

     ください。 

    ・本機は、START端子の Lowレベルを検出すると書き込み処理を開始します。 

     同時に、BUSY：on、OK / NG：offの信号が、SBK[2：0]に書き込みオブ 

     ジェクト番号がそれぞれ出力されます。 

 

     Ｂ．本機から電源を供給した場合のタイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２－３ 書き込み開始時タイミングチャート（本機から電源供給） 

 

   【解説】 

    ・書き込みオブジェクト番号を BNK[2：0]に入力します。 

    ・tSTSUP時間後、START端子に tSTRのパルス信号を入力します。 

    ・BNK[2：0]は、START信号の立ち上りから tSTHLD以上保つようにして 

     ください。 

    ・本機は、START端子の Lowレベルを検出すると、BUSY：on、OK / NG： 

     offの信号を出力し、かつ、SBK[2：0]に書き込みオブジェクトの番号を 

     出力します。 

    ・さらに、VSUP経由で 3.3Vまたは 5Vを基板に供給します。（ArWriterの 

     設定に従います。）供給した電源電圧は、VROM経由で本機にループバック 
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     されます。 

    ・VROMが安定したことを検出した後、書き込み処理を開始します。 

 

     ②－２．書き込み終了時 

 

      Ａ．基板上で電源を用意した場合のタイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２－４ 書き込み終了時タイミングチャート（基板上で電源を用意） 

 

   【解説】 

    ・書き込み処理が終了すると、BUSY端子が offになります。 

    ・コントロール側は、BUSY端子が offになったことを検出し、tVHLD時間 

     待ってから、供給電源を遮断します。 

    ・また、書き込み終了時に、OKおよびNG端子が書き込み結果を出力します 

     ので、それを検出し書き込み結果を取得します。 

    ・書き込み終了後も、SBK[2：0]の端子は、書き込みオブジェクト番号の出力 

     を継続します。 
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      Ｂ．本機から電源を供給した場合のタイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２－５ 書き込み終了時タイミングチャート（本機から電源供給） 

 

   【解説】 

    ・書き込み処理が終了すると、VSUP経由で基板の電源電圧を 0Vに落とし 

     ます。 

    ・電源電圧を 0Vにした後、BUSY端子を offにします。 

     また、OKおよびNG端子に書き込み結果を出力しますので、コントローラ 

     はそれを検出し書き込み結果を取得します。 

    ・書き込み終了後も、SBK[2：0]の端子は、書き込みオブジェクト番号の出力 

     を継続します。 
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     ②－３．本機リセット時 

 

      本機をリセットする場合のタイミングチャートは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

図４－２－６ リセット時タイミングチャート 

   【解説】 

    ・RESETの立下りにより処理化を開始します。 

    ・RESETを立ち上げてから tINIT後に初期化が終了します。初期化終了以降 

     に書き込み処理を行ってください。 

 

      前述の各タイミングチャートにおける電気的特性は以下のとおりです。 

項目 記号 最小 標準 最大 単位 

BNKセットアップ時間 tSTSUP 0 － － µs 

STARTパルス幅 tSTR 10 － － ms 

BNKホールド時間 tSTHLD 0 － － µs 

VROMホールド時間 tVHLD 0 － － ms 

RESETパルス幅 tRST 10 － － ms 

内部初期化時間 tINIT － － 1000 ms 

表４－２－２ 外部Ｉ／Ｆ信号の電気的特性 

 

      書き込み終了時には、マニュアル操作による書き込みと同様に、LED、 

      ビープ音が動作します。 

      詳しくは、前述の「表４－２－１ LED／ビープ音の動作説明」をご覧 

      ください。 

      ただし、「書き込みオブジェクト指定異常」が発生するのは、「書き込み 

      オブジェクト選択スイッチ」で０以外を選択している場合です。 

 

  ２）－４．Ｐｏｄと基板の切り離し 

    書き込みが終了したことを確認した上で、「書き込み用Ｐｏｄ」を基板から切り 

    離します。 

    必要ならば、基板を交換し、「２）－１．Ｐｏｄと基板の接続」から作業を繰り 

    返します。 
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    ３３３３））））ログログログログのののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ    

  書き込み結果は、LEDおよびビープ音により、簡単な状態のみ確認できます。 

  本機は、書き込みエラー発生時のエラー内容をログとして記録します。 

  ログを本機から読み出してログファイルとして保存し、テキストエディタで閲覧 

  することができます。 

 

  ログの読み込み方法については、「２．アプリケーション【ARW-10f転送プログラム： 

  ArWriter】」の「４）ダイアログ」－「⑬ログ読み込みボタン」をご覧ください。 

 

  ログファイルの内容については、「５．技術情報」「３）ログファイルの内容」を 

  ご覧ください。 

 

  なお、本機のログの記録は、ログの読み込みによりクリアされます。 

  ログは最大 8000個まで記録できますが、それ以上のログは記録できません。 
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５５５５．．．．技術資料技術資料技術資料技術資料    

 

    １１１１））））書書書書きききき込込込込みみみみ対応対応対応対応ＲＯＭＲＯＭＲＯＭＲＯＭとととと書書書書きききき込込込込みみみみ時間時間時間時間のののの一覧一覧一覧一覧    

 

   書き込み対応 ROMについては、以下のURLをアクセスし、当社Webページ 

   にてご確認ください。 

http://www.arexinc.co.jp/sodiac/user_support.htm    

 

  備考）書き込み対応 ROMは、ファームウェアのバージョンアップにより随時追加 

     します。 

     ファームウェアの最新バージョンの入手と、その対応 ROMの確認については、 

     「２）ＡＲＷ－１０ｆファームウェアのバージョンアップ」をご覧ください。 

     書書書書きききき込込込込みみみみプロテクトプロテクトプロテクトプロテクトははははWinbondWinbondWinbondWinbond社社社社／／／／ISSIISSIISSIISSI社社社社のののの ROMROMROMROMのみのみのみのみ対応対応対応対応しますしますしますします。。。。    

 

表５－１－１ 書き込み時間の一例（単位：秒） 

製品名 

(メーカ名) 

ブランク 

チェック 
書き込み ベリファイ 

合計時間 

※１ 

チップ消去 

※２ 

W25Q80BV 

(Winbond) 
0.13 2.88 0.13 3.33 1.17 

W25Q16CV 

(Winbond) 
0.26 5.65 0.26 6.39 2.17 

W25Q32BV 

(Winbond) 
0.52 11.1 0.53 12.3 4.36 

W25Q64BV 

(Winbond) 
1.05 23.5 1.05 26.0 8.96 

  備考）書き込み時間は実測値の一例であり、デバイスにより若干のばらつきがあり 

     ます。また、ROMのフルサイズの書き込み時間です。 

     ※１．ブランクチェック、書き込み、ベリファイの合計時間と、 

        本機内部の各処理時間をすべて合計した時間です。 

     ※２．データが書き込み済みの場合、チップ消去の時間が加算されます。 

        基本的に、新品のＲＯＭの場合にはチップ消去を必要としません。 
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    ２２２２）ＡＲＷ－）ＡＲＷ－）ＡＲＷ－）ＡＲＷ－１０１０１０１０ｆｆｆｆファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアののののバージョンアップバージョンアップバージョンアップバージョンアップ    

  本機のファームウェアをバージョンアップすることにより、書き込み対応ＲＯＭの 

  種類を増やしたりすることが可能です。 

 

  バージョンアップの方法は、以下のとおりです。 

 

  ①準備 

    付属のＵＳＢケーブルを用いてＰＣと本機を接続してから、本機の電源スイッチ 

    をＯＮにします。 

    次に ArWriter.exeを起動します。 

 

  ②現在のファームウェアバージョンの確認 

    システムメニュー（ダイアログの左上のアイコンをクリックすると現れる 

    メニュー）を開き、「ファームウェアのバージョン確認」メニューを選択します。 

    以下のような、現在のバージョン番号を示すダイアログが開きます。 

 

図５－２－１ バージョン確認ダイアログ 

 

  ③バージョンアップファームウェアのダウンロード 

    以下の URLをアクセスし、最新ファームウェアの存在を確認します。 

      http://www.arexinc.co.jp/sodiac/user_support.htm 

    ②で確認したバージョンより新しいファームウェアが存在する場合、その 

    ファームウェアの圧縮ファイルをダウンロードします。（拡張子：.zip） 

 

  ④ファームウェアファイルの解凍 

    ダウンロードした圧縮ファイルを任意のフォルダ上で解凍し、xxxxxxxx.dat 

    （xxxxxxxxはバージョン番号等を示す文字列）を取り出します。 

    なお、圧縮ファイルには readme.txtが格納されているので、その内容も確認 

    してください。 
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  ⑤バージョンアップの実行 

    システムメニューを開き、「ファームウェアのアップデート」メニューを選択 

    します。 

    ファイル選択ダイアログが開きますので、④で取り出した xxxxxxxx.datを 

    選択します。 

 

    以下のようなダイアログが開きますので、バージョン番号を確認の上、「OK」 

    をクリックして作業を進めてください。「キャンセル」をクリックすると、 

    アップデートを中止します。 

 

図５－２－２ 現在と更新後のバージョンの確認 

 

    ファームウェアのアップデートが始まりますので、「比較」ボタンの右にある 

    進捗表示プログレスバーが右端に達するまでお待ちください。 

    アップデートは中断できませんのでご注意ください。 

    また、ＵＳＢケーブルが抜ける等によりアップデートに失敗した場合、本機の 

    故障の原因になりますので、くれぐれもご注意ください。 

    万一失敗した場合には、代理店にご相談ください。 

 

    なお、アップデートファイルのバージョンが、本機のバージョンと同じ場合 

    には、以下の警告ダイアログが開きます。アップデートの必要はありません 

    ので、「OK」をクリックして作業を中断します。 

 

図５－２－３ アップデートが必要でないときの警告 
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    アップデートが終了すると、以下のようなダイアログが開きます。 

 

図５－２－４ アップデート終了ダイアログ 

 

  ⑥電源の再投入 

    以下の手順で、電源を入れなおします。 

    １）ArWriter.exeを終了します。 

    ２）本機の電源スイッチをＯＦＦにします。 

    ３）本機の電源スイッチをＯＮにします。 

      このとき、バージョンアップの後処理を行います。後処理が終了すると 

      通常の電源投入時と同様に、「ピッ」という音が鳴ります。 

                        電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを ONONONONににににしてからしてからしてからしてから「「「「ピッピッピッピッ」」」」とととと音音音音がががが鳴鳴鳴鳴るまでるまでるまでるまで、、、、一見一見一見一見、、、、何何何何もももも動作動作動作動作    

                        していないしていないしていないしていないようようようようにににに見見見見えますがえますがえますがえますが、、、、絶対絶対絶対絶対にににに OFFOFFOFFOFFににににしないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

                        故障故障故障故障のののの原因原因原因原因にににになりますなりますなりますなります。。。。    

    ４）ArWriter.exeを起動します。 

 

  ⑦更新したファームウェアバージョンの確認 

    ②と同等の手順で、ファームウェアのバージョン番号が新しくなっていること 

    を確認します。 

 

  以上でファームウェアのアップデートは完了しました。 
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    ３３３３））））ログファイルログファイルログファイルログファイルのののの内容内容内容内容    

   ログファイルの内容は以下のような形式です。 

 

 

 

 

 

 

 

   以上のように、書き込みエラーが発生したときに、そのエラー内容を確認すること 

   ができます。 

   エラー内容としては、以下のようなものがあります。 

      書き込みバンク番号が不正、書き込むデータがない、 

      電源が規定時間までに立ち上がらない、途中で電圧が変動した、 

      電圧異常(高い/低い)、未対応 FLASH ROM、FLASHの容量が足りない、 

      終了時に電源が落ち切らない、書き込み失敗、ベリファイ失敗、 

      書き込みタイムアウト、消去タイムアウト、その他エラー、など 

   エラーコードは、メンテナンス用の情報です。動作不良等でお問い合わせいただく 

   場合、症状とともにエラーコードをお知らせください。 

 

    ４４４４））））アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの動作環境動作環境動作環境動作環境    

表５－４－１ アプリケーションの動作環境 

OS Windows XP / Windows 7 (32bit版)  日本語版 
CPU Intel Pentium 450MHz以上 
メモリ 512MB以上 
ハードディスク容量 10MB以上 
その他 USB2.0ポート×1 

CD-ROMドライブ 

 

    ５５５５）ＡＲＷ－）ＡＲＷ－）ＡＲＷ－）ＡＲＷ－１０１０１０１０ｆｆｆｆのののの主主主主なななな仕様仕様仕様仕様    

表５－５－１ ＡＲＷ－１０ｆの主な仕様 

寸法 150×100×33 [mm] ただし突起部・固定金具を除く 

重量 600ｇ 

電源 ５Ｖ（ＡＣアダプタ付属） 

データバッファ 64Mbit不揮発メモリ（最大８オブジェクト） 
（オプションにより 128Mbitに拡張可能） 

設定情報／ログバッファ 16Mbit不揮発メモリ 

Ｐｏｄケーブル １ｍ（標準）、30cm（オプション） 

 

未対応 FLASH ROM 

 4 0 031 0 0 0 0f0 a 0 0 0 0 0 

 

書き込みバンク番号が不正 

0e5 1b7 04820ffff 0ef4014 0 0 

 

エラー内容 

エラーコード 
エラー１回分 

エラー１回分 
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    ６６６６））））外部外部外部外部Ｉ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ用用用用コネクタコネクタコネクタコネクタのののの等価回路等価回路等価回路等価回路    

   ①入力部 ＋コモン入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     入力特性 

項目 値 

入力インピーダンス ２．２ｋΩ 

ＯＮ電流 １．５～１０mA 

ＯＦＦ電流 ０．５ｍＡ 以下 

 

   ②出力部 －コモン、シンク出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＳＷ特性 

項目 値 

最小開閉能力 DC5～30V 2mA 

残留電圧 0.8V 以下 @2mA 

漏れ電流 DC30V 50uA以下 

 

 

F3 140mA/60V

BNK1

GND

5VCN

1
2

1
2

4
3

TCMT4100/TLP281-4(GB)

RESET

START

3.3V21

1K

2
1

3.3V

2
1

OPT

1SS355

GND

4K7
21

BNK0

COM5V

0.1uF

1
2

ComP

2 1

GND

BNK2

1
2

4
3

GND

2K2/.5W
2 1

GND

GND

EZJ-S2YD472

1
2

VD3

220
2 1

TCMT4100/TLP281-4(GB)1
2

4
3

OK

CN

2 1
ComN

BUSY VD3

1
2 1

2

4
3
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   ③外部Ｉ／Ｆへの入力例 

 

      シンク接点駆動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＳＷ接点駆動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GND GND

START

BNK2

BNK0

ComP

RESET

BNK1

GNDGND

+24V

GND

BNK0

ComP

BNK1
BNK2
RESET

COM5V

GND

START
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【改版履歴】 

  2011/11/24 第 1.00版 暫定初版発行。 

  2011/11/28 第 1.01版 BUSY/ERROR LED点滅の仕様変更。（P.25） 

    付属品に外部アース線を追加。（P.4, P.11） 

  2011/12/09 第 1.02版 初ロット製品出荷に伴い、正式版として FIX。 

  2013/2/27 第 1.10版 ケース変更に伴った外観図の変更。 

  2013/10/24 第 2.00版 書き込みプロテクト機能追加に伴う変更。 

  2018/11/28 第 2.10版 ユーザサポートのリンク先を変更。 

 


